
障がいのある人の生活や仕事をよく知るために

身 近 な 福 祉 の お 話

福島県社会福祉協議会



突
然
で
す
が

み
な
さ
ん
は

ふ
つ
う
の
中
学
生
で
す
か
？

テ
ス
ト
は
ど
の

科
目
も
70
点

ぐ
ら
い
だ
し

ふ
つ
う
か
な
ぁ…

ふ
つ
う
か

ど
う
か
っ
て

ま
わ
り
の
環
境
に

よ
っ
て
も

変
わ
る
よ
ね

私
た
ち
が

「
ふ
つ
う
」
と
い
う

言
葉
を
つ
か
う
と
き
は

「
自
分
に
と
っ
て
ふ
つ
う
」
と
い
う

意
味
な
ん
じ
ゃ
よ

「
ふ
つ
う
」
は
見
え
る
よ
う
で

見
え
な
い
カ
ベ

み
た
い
な
も
の
じ
ゃ
な

つ
ま
り
自
分
の
生
ま
れ
育
っ
た

環
境
や
経
験
と
い
っ
た
も
の
が

つ
み
か
さ
な
っ
て

「
ふ
つ
う
」
を
作
っ
て
い
る
ん
だ

た
と
え
ば
車
が
た
く
さ
ん

走
っ
て
い
る
国
で
は

車
は
ふ
つ
う
の

存
在
だ
け
ど

車
が
ほ
と
ん
ど
走
っ
て
い
な
い

国
で
は
車
は
め
ず
ら
し
い
存
在
と

い
え
る
よ
ね

ど
う
い
う

　
　
こ
と
？

ヨ
ウ
タ
は

音
楽
10
点

で
し
ょ
！

ふ
つ
う
じ
ゃ
な
い
よ
！

ふつう…？

フクシノハラ博士フクシノハラ博士中学２年生 ヨウタ 中学２年生 ミサキ中学２年生 ヨウタ 中学２年生 ミサキ
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ス
ゲ
ー
!!ス

ゲ
ー
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ボクのふつうは
こんな感じ

私のふつうは

こんな感じ

え
ー
っ

そ
も
そ
も

ふ
つ
う
っ
て

何
な
の

か
し
ら
？

「
ふ
つ
う
」
を
辞
書
で

調
べ
て
み
る
と…

ふ
つ
う
【
普
通
】

①
広
く
一
般
に
通
ず
る
こ
と
。

②
ど
こ
に
で
も
見
受
け
る
よ
う
な

も
の
で
あ
る
こ
と
。
な
み
。
一
般
。

出
典
・
広
辞
苑

そ
の
と
お
り
！

ム
キ
ー
ッ

音
楽
は
関
係

な
い
だ
ろ
っ
！

体
育
は
超
得
意

で
す
け
ど
ぉ
！人

の
話
を

　
聞
け
よ
ぉ
〜

ふ
つ
う
は

一
人
ひ
と
り
ち
が
う
っ
て

こ
と
ね

で
も
こ
の
カ
ベ
は

ち
ょ
っ
と
見
方
を
変
え
た
り

自
分
で
工
夫
す
る
こ
と
で

行
き
来
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
じ
ゃ

い
ろ
ん
な
ふ
つ
う
を
考
え
る
と

い
ろ
ん
な
人
の
考
え
や

い
ろ
ん
な
や
り
方
が
き
っ
と

見
え
て
く
る
は
ず
じ
ゃ

相手のことをよく知るという
ことだね♪

・
・
・
・
・
・

Let’s Start

レッスン１　ふつうって何だろう？



そ
れ
で
は
こ
こ
で

問
題
じ
ゃ
！

日
本
に

障
が
い
の

あ
る
人
は

何
人
い
る
と

思
う
？

先
天
性
（
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
）

ま
た
は
、
事
故
や
病
気
な
ど
が
原
因
で

体
を
う
ま
く
動
か
す
こ
と
が
で
き
ず

完
全
に
治
す

こ
と
が
難
し
い

人
で
特
別
な

サ
ポ
ー
ト
が
必
要

な
人
を
い
い
ま
す
。

エ
ー
!?

む
ず
か
し
い
な
ぁ

あ
ん
ま
り

い
な
い
よ
う
な…

う
ー
ん

う
ま
く

言
え
な
い
け
ど…

そ
れ
で
は

障
が
い
の
あ
る
人
に
つ
い
て

勉
強
し
て
み
よ
う

障
が
い
の
原
因
は

次
の
３
つ
に
わ
か
れ
て

い
る
ん
だ

障
が
い
の
あ
る
人
は

３
つ
の
う
ち
の
一
つ

ま
た
は
い
く
つ
か
が
原
因
で

体
が
動
か
せ
な
か
っ
た
り…

障
が
い
の
あ
る
人
は
大
き
く
３
つ

に
わ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

行
動
や
感
情
を
う
ま
く

あ
ら
わ
す
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
り…

毎
日
の
生
活
や
仕
事
で

ま
わ
り
の
み
ん
な
が
で
き
る

こ
と
が
で
き
な
い
た
め

不
便
な
こ
と
が
続
い
て
い
る
人
の

こ
と
を
い
う
ん
じ
ゃ
よ

先天性
（生まれた時から）

事　故

病　気

１

2

3

身体障がい者身
体
障
が
い
者

そ
の
人
が
も
っ
て
い
る
特
徴

（
ス
ト
レ
ス
な
ど
に

対
す
る
弱
さ
）
や

ま
わ
り
の
環
境
が

原
因
で
お
こ
る

脳
の
病
気
で
す

そ
こ
に
い
な
い
人
の

声
が
聞
こ
え
た
り

何
も
や
る
気
が
し
な
い
と
い
う

症
状
が
あ
り
ま
す

私
た
ち
は

「
障
が
い
が
な
い
」＝「
ふ
つ
う
」
と
、

つ
い
考
え
て
し
ま
う
け
ど
、
実
は

障
が
い
は
と
て
も
身
近
な
も
の
な
ん
だ

障
が
い
の
あ
る
人
に
と
っ
て

障
が
い
は
「
ふ
つ
う
」
の
こ
と

レ
ッ
ス
ン
１
で
勉
強
し
た
よ
う
に

お
た
が
い
の
「
ふ
つ
う
」
を

考
え
る
こ
と
が
と
て
も

大
切
な

こ
と
な
ん
だ

精
神
障
が
い
者

赤
ち
ゃ
ん
の
と
き
の

病
気
や
事
故
な
ど
が

原
因
で
脳
に
な
ん
ら
か
の

影
響
を
受
け
知
能
の
発
達
が

お
く
れ
て
い
る
人
で

学
校
の
勉
強
や
暮
ら
し
の
な
か
で

特
別
な
手
助
け
が
必
要
な
人
を

い
い
ま
す 知

的
障
が
い
者

知的障がい者

精神障がい者

み
ん
な
も
考
え
て
み
よ
う
！

※

日
本
の
人
口
は
約
1.2
億
人（
2
0
1
2
年
）

全
国
で
約
744
万
人
!

答
え
は

身体障がい者
･････約 366万人
知的障がい者
･････約55万人
精神障がい者
･････約 323万人

資
料
／
平
成
24
年
版
障
害
者
白
書
（
内
閣
府
）

障
が
い
の

あ
る
人
っ
て
聞
く
と

み
ん
な
は
ど
ん
な

イ
メ
ー
ジ
が

あ
る
か
な

な
ん
か

大
変
そ
う
な

感
じ…

？

い
ろ
い
ろ

困
っ
て
る

の
よ
ね…

入口に段差が

あって近所の

お店に行き

にくいなぁ

１万人
　ぐらい？10万人

かなぁ…
？

1000人いれば

そのうち60人は

障がいのある人

ということになる

つ
ま
り
国
民
の

約
６
％
（
20
人
に
１
人
以
上
）
は

何
ら
か
の
障
が
い
を
も
っ
て
い
る
人

と
い
う
こ
と
に
な
る
な

レッスン2　障がいがある人ってなにが困るの？

いっしょ
に

考えよう
！



暮らす！働く！楽しむ！暮らす！働く！楽しむ！
障がいがあってもふつうに暮らせるまちづくり。

まちなかにはいろんな
福祉サービスがあります。

暮らす グループホーム

　グループホームとは、病気や
障がいによって一般的な生活
が難しい人たちがいっしょに生
活を送る場所をいいます。料
理やそうじなどの役割をみん
なで分担し、自立した生活を
送ります。困ったときは、専門
のスタッフがサポートします。

　障がいのある方や、その家
族の生活や支援について相談
できる場所です。窓口での相
談をはじめ、家庭訪問による
相談なども行っています。安
心して生活を送るためにどんな
サポートを受ければよいのかを
いっしょに考えてくれます。

　障がいのある方が入浴や食
事などのサポートを受けたり、
趣味や運動などが楽しめる場
所です。地域の祭りやイベン
トなどにも積極的に参加して、
たくさんの人ときずなを深めて
いる事業所もあります。

相談する 相談支援事業所 働 く
就労継続支援A型・B型
就労移行支援事業所 楽しむ 生活介護事業所

グループ
ホーム

入所施設

相談支援
事業所

生活介護
事業所

地域活動
支援センター

　障がいのある方に、はたら
く場所を提供する事業所とし
て「Ａ型」と「Ｂ型」があります。
ここで自分にできる仕事の能
力をのばしたりします。また、
就労移行支援事業所は、就職
を目的とした訓練や実習をし
ます。

居宅介護
事業所

就労継続支援
A型・B型

就労移行支援
事業所 きょ たく  かい   ご

しゅうろう   い   こう   し  えん

しゅうろう  けい ぞく   し  えん



外見から分かりにくい「見えない障がい」もあります。

聴覚
障がい

ちょう　　かく

　聞こえの不自由な方を聴覚障が
い者といいます。生まれつき聴覚に
障がいのある人、事故などで後か
ら聴覚に障がいをもった人、ある
程度聞こえる人、ほとんど聞こえな
い人など、聞こえのレベルも一人ひ
とり異なります。

こんなことで困ることがあります。たとえば…
●聞こえていないため、呼びかけられても
　返事ができず、不自然な態度に
　見えることがあります。
●事故や災害などのとき、
　緊急時の詳しい情報が
　つかみにくいときが
　あります。

発達
障がい

　発達障がいは脳のはたらきが関係
する生まれつきのもので、病気では
ありません。この障がいはいくつか
のタイプに分けられますが、人とス
ムーズに話すことが苦手ですので、
「自分勝手な人」「変わった人」と誤
解されることもあります。

こんなことで困ることがあります。たとえば…
●ひとつのことに集中するのが難しく、
　集中力が長続きしないときがあります。
●おしゃべりを自分で
　コントロールできない
　ときがあります。

　視覚障がいは「全盲」と「弱視」
の２つに分けられます。全盲はまっ
たく見えず、明暗を感じることがで
きません。弱視は、メガネやコンタ
クトレンズなどをつけても両眼の視
力を足して0.3 以上ない人で、視覚
障がいの人の約８割が弱視です。

こんなことで困ることがあります。たとえば…
●駅や商店街など人混みの中を歩くとき、
　人にぶつかってしまうことががあります。
●点字ブロック（※）の上に自転車が
　置いてあって、危険を予測できない
　ことがあります。

難病・
内部
疾患

　難病とは文字通り治すことが難し
い病気をいいます。平成 25 年４月
に法律で難病も障がいと位置づけ
られました。内部疾患は、心臓や
呼吸機能、腎臓など体の内部に病
気がある人のことです。

こんなことで困ることがあります。たとえば…
●外見からはまったく分からないため、
　本当はつらいのに「なまけている」「わがまま」
　「やる気がない」と思われることがあります。
●電車やバスの優先席を
　利用するときに、
　誤解を受けたり、
　必要なサポートを
　受けられないとき
　があります。

視覚
障がい

し　　　かく

なん　　　びょう

ない　　　ぶ

しっ　　 かん

ぜんもう じゃくし

※視覚障がいの人に注
意・警告をうながす
道路上のプレート。
通常は黄色で突起が
あります。

しんぞう

じんぞう

まずひと声をかけて、
助けが必要がどうか
たずねてみましょう。

一人でサポートすることが
難しいときは、

近くにいる人の手を
借りましょう。

サポートするときは

相手が興奮しているときは、
気持ちが静まるのを待ちましょう。

同時にいろいろ話すと
混乱してしまうので、

相手にわかるようにゆっくりと
話すようにしましょう。

自分の行動の理由や自分の思いを
うまく伝えられない人が

多いので、相手が落ち着いたら
根気よく話を聞くことが望まれます。

やさしく「大丈夫」と
声をかけるとよいでしょう。

サポートするときは

サポートするときは

障がいのある人をサポートするときに、
知っておきたいこと

身体障がい者

こんなことで困ることがあります。
たとえば…
●歩道にとめてある自転車がじゃまで、
　車いすで通れないことがあります。
●電車やバスなどを使うとき、
　席に座れずにつらい
　ときががあります。

知的障がい者

こんなことで困ることがあります。たとえば…
●いつも使っている電車やバスが、
　事故や渋滞などで予定の時間
　に来なかったり
　すると困って
　しまい、泣いたり
　怒ったりすること
　があります。
●バスやタクシーの
　乗り降りのときに、
　すばやくできずに
　手間取ってしまうことがあります。

じゅうたい

精神障がい者

こんなことで困ることがあります。
たとえば…
●一人で外出するときや、新しいことを
　経験するときは、緊張してしまって
　不安を感じることが多いです。
●自分のことではないのに、まわりの人が
　自分のことを話しているように
　感じることがあります。



私たちが暮ら
す社会には、

さまざまな人
がいて

困っているこ
とも

いろいろです
。

人と人とがおたがいに助け合って、うれし
い気持ちが広がる社会を「共生社会」とい
います。だれかの困っていることを知るた
めには、自分で見て、聞いて、いっしょに
考えていくことが大切です。

　障がいのあることが特別なことではなく、高齢
者や子ども、外国人など、さまざまな人が同じ地
域で安心して暮らすことが「あたりまえの社会」
をめざす考え方をいいます。あたりまえとは、そ
の人にとって「ふつう」ということです。相手の「ふ
つう」をしっかりと知るところがスタートライン
です。

　年齢や性別、能力などに関係なく、できる限り
多くの人が使いたくなるように、はじめから製品
や建物などをデザインする考え方をいいます。た
とえば、車いすを使う人もそうでない人も使いや
すいテーブル、日本人にも外国人にも分かりやす
い標識など、私たちの身のまわりにはたくさんの
ユニバーサルデザインがあります。

　バリアとは「じゃまをするもの」、フリーは「取
りのぞく」という意味です。たとえば、車いすを
使う人の場合、段差や階段が「バリア」になって、
自分では前に進むことができません。そこで、ス
ロープやエレベーターを取り付けることでバリア
フリーにします。相手に温かい気持ちでのぞむ「心
のバリアフリー」という言葉もあります。

　障がいのある人や社会的に弱い立場にある人た
ちを社会から切りはなして考えるのではなく、社
会の中でお互いが支え合い、助け合い、生きがい
をもって生活できるような社会にしていこうとい
う考え方です。障がいのある人を「障がい者だか
ら（きっと）できない」と決めつけるのではなく、
たくさんの「できること」の中から自分にぴった
りのものを選べるような社会のことです。

みんなの「うれしい」を
考えてみよう。

共生を知る4つのキーワード
ノーマライゼーション ユニバーサルデザイン（UD）

バリアフリー ソーシャルインクルージョン

社会福祉法人 福島県社会福祉協議会
〒960-8141　福島市渡利字七社宮111　TEL （024）523-1251㈹　FAX （024）523-4477
URL http://www.fukushimakenshakyo.or.jp　メール  heartful@fukushimakenshakyo.or.jp　

発行・企画編集

ボランティアのすすめ
　自分の暮らす地域にはどんな人がいて、どんな
ことで困っているのか…、それを知る方法のひと
つが「ボランティア」です。お父さんやお母さん、
先生や友だちとはちがう人たちといっしょに活動
してみることで、新しい発見がきっとあるはず。
できることからトライしてみよう！

きょうせい

きょう　せい


